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の
ぼ
り
等
で
獣
医

学
部
創
立
五
十
周
年
の
祝
賀

ム
ー
ド
を
高
め
て
は
。

　
　
　
　
平
成
二
十
六
年
に

北
里
大
学
の
設
立
母
体
で
あ

る
北
里
研
究
所
も
百
周
年
を

迎
え
た
こ
と
か
ら
、
大
学
が

作
成
し
た
記
念
フ
ラ
ッ
グ
を

平
成
二
十
六
年
八
月
か
ら
官

庁
街
通
り
や
大
学
通
り
に
取

り
つ
け
、
五
十
周
年
を
祝
う

と
と
も
に
市
民
へ
の
周
知
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
と
し

四
月
に
は
ノ
ー
ベ
ル
生
理

学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
大

村
智
教
授
の
特
別
記
念
講
演

な
ど
の
記
念
事
業
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
平
成

二
十
八
年
度
予
算
に
は
、
こ

の
よ
う
な
記
念
事
業
へ
の
補

助
や
公
開
講
座
を
拡
充
す
る

た
め
の
予
算
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
の
ぼ
り
等
に
つ
い
て

は
、
記
念
事
業
の
実
施
主
体

で
あ
る
実
行
委
員
会
と
協
議

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

生
活
保
護
受
給
者

の
世
帯
数
・
人
数
・
年
間
総

支
給
額
は
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
十

四
年
度
は
八
百
三
十
一
世

帯
、
千
二
十
八
人
、
十
六
億

七
千
百
四
十
六
万
円
、
平
成

二
十
五
年
度
は
八
百
三
十
七

世
帯
、
千
三
十
五
人
、
十
六

億
三
千
三
百
二
万
四
千
円
、

平
成
二
十
六
年
度
は
八
百
七

十
世
帯
、
千
六
十
人
、
十
七

億
二
千
百
六
万
六
千
円
で
す
。

北
里
大
学
に
よ
る
経
済
効
果
は

経
済
効
果
大
き
く

　
今
後
も
相
互
に
発
展
し
た
い

山 端　　 博
（かけはし）

官庁街通りの記念フラッグ

　
　
　
　

約
千
五
百
人
の
学

生
が
在
籍
す
る
北
里
大
学
獣

医
学
部
に
よ
る
経
済
効
果
は
。

　
　
　
　
　
　
　
直
接
的
な

経
済
効
果
と
し
て
は
、
教
育
・

研
究
活
動
に
よ
る
効
果
、
教

職
員
や
学
生
の
消
費
に
よ
る

効
果
、
大
学
施
設
の
整
備
等

に
よ
る
効
果
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
学
部
年
間
予
算
額
が
全

て
市
に
投
下
さ
れ
、
在
籍
学

生
が
学
生
生
活
調
査
に
基
づ

く
標
準
的
生
活
費
に
よ
り
生

活
し
て
い
る
と
仮
定
し
た
場

合
、
経
済
効
果
は
、
平
成
二

十
六
年
度
は
六
十
一
億
二
千

万
円
、
平
成
二
十
七
年
度
は

六
十
億
九
千
万
円
と
推
計
さ

れ
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
地
域

教
育
・
文
化
の
振
興
、
人
材

育
成
、
地
域
活
性
化
や
課
題

解
決
へ
の
貢
献
、
地
域
イ
メ

ー
ジ
の
向
上
、
交
流
人
口
の

増
加
な
ど
数
値
で
あ
ら
わ
す

こ
と
が
で
き
な
い
様
々
な
波

及
効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

議　

員　

農
業
従
事
者
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
が
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
担
い
手
の
育

成
や
、
農
地
の
集
積
・
集
約

化
に
よ
る
規
模
拡
大
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
ほ
場
整

備
を
進
め
る
た
め
、
県
営
土

大区画ほ場整備への補助を

地域要望あれば
　　　　協議、支援したい

地
改
良
事
業
の
農
業
競
争
力

強
化
基
盤
整
備
事
業
を
推
進

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
ほ
場
整
備
は
大

区
画
化
が
図
ら
れ
、
労
働
時

間
短
縮
や
効
率
化
に
よ
り
農

業
所
得
の
向
上
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ほ
場

整
備
事
業
は
地
域
の
合
意
形

成
が
必
要
不
可
欠
で
す
の

で
、
要
望
が
あ
っ
た
際
に
は

県
や
土
地
改
良
区
、
地
元
の

方
々
と
協
議
し
な
が
ら
、
支

援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
事
業
で
ほ
場
整

備
を
行
っ
た
場
合
の
事
業
費

負
担
割
合
は
、
一
般
地
域
で

国
五
〇
％
、
県
二
七
・
五
％
、

地
元
二
二
・
五
％
、
中
山
間

地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
場

合
国
五
五
％
、
県
二
七
・
五

％
、
地
元
十
七
・
五
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
な
お
地
元
負

担
は
農
林
水
産
省
の
指
針
に

よ
る
と
、
市
は
十
％
の
負
担

割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

主
要
地
方
道
三
沢

十
和
田
線
の
交
差
点
改
良
の

進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
県
道
と
市
道
が
交

差
す
る
旧
高
清
水
駅
付
近
の

交
差
点
は
、
平
成
二
十
七
年
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度
か
ら
県
と
連
携
し
、
測
量

調
査
及
び
実
施
設
計
を
進
め

て
い
ま
す
。
平
成
二
十
八
年

度
に
は
県
が
用
地
補
償
を
行

い
、
市
は
市
道
部
分
の
用
地

補
償
及
び
水
路
工
事
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
県
で
は
、
レ
ス

ト
ラ
ン
ペ
リ
カ
ン
付
近
か
ら

旧
北
里
大
学
前
駅
ま
で
の
区

間
に
歩
道
を
、
レ
ス
ト
ラ
ン

ペ
リ
カ
ン
付
近
及
び
十
和
田

工
業
高
校
付
近
交
差
点
の
渋

滞
解
消
の
た
め
、
右
折
車
線

を
設
置
す
る
予
定
で
、
平
成

二
十
八
年
度
か
ら
測
量
設
計

を
実
施
す
る
と
の
こ
と
で

す
。
ま
た
、
接
道
す
る
市
道

部
分
の
整
備
は
、
県
と
協
議

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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